
恩納村の海でサンゴの産卵ライブ配信に成功！

太田区人材育成会

　本村が目指している「サンゴをキーワードに自然環境に優しい地域づくり」に向けた、サンゴ礁保全・再生活
動に賛同する取り組みとして、５月 27 日に養殖サンゴと天然サンゴが見られるナビービーチ沖の恩納サンゴ養
殖場、通称「サンゴ畑」にてサンゴの産卵シーンのライブ配信に成功しました。
　近年、海水温の上昇や汚染による世界的なサンゴ礁の減少が危ぶまれています。サンゴ礁の面積は地球表面の
約 0.1％しかありませんが、そこには海洋生物の約 25％が生息しているといわれ、サンゴ礁の減少は生態系の
変化、漁獲量や観光資源の減少にもつながる大きな問題となっています。
　この問題に対し、サンゴ礁保全・再生のために沖縄県・恩納村で地元の漁師が中心となって始めたのがサンゴ
の養殖。母となるサンゴを育て、それらが産卵することによる自然再生を目指しています。

　太田区人材育成会では、地域の子どもたちの体験学習事業とし
て環境学習を実施しています。海人（海洋）体験学習ではサンゴ
の生態系や苗作り体験を通して地域の海の環境学習や農業体験（植
付・種まき・管理・収穫）学習を実施しています。農業体験ファー
ムを利用しない期間については、赤土流出防止対策と蜜源緑肥と
しての活用目的にコスモスの種をまき６月から花が満開で特にコ
ロナ禍の緊急事態宣言の中で区民の皆さんの心の癒しと憩いの場
になっています。

産卵シーンはこちらから
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卵が現れ始めます。

OIST は、安富祖小学校と連携して、サンゴや海への関心を高めることを目的
とした海洋学習を今年度より開始しました。
サンゴの特徴や多様性、そして私たちの生活との関わりについて、OIST の研

究者がオンラインにて講義を行いました。小学 3 年生の児童は、「サンゴが泳ぐ
ということは知らなかった。サンゴってすごいと思った」と感想を発表しました。
講師を務めた OIST の中野義勝先生は、「サンゴがすごいと思えるみんなもす

ごいんだよ。探偵になったつもりでよく観察して、次回までに質問をいっぱい用
意しておいてください」と、これから課題に取り組む子ども達にエールを送りま
した。
今後は実際に安富祖小学校の裏手にある海岸へ足を運び、自らサンゴを観察し

ます。集めた情報や航空写真を利用して、子どもたち独自の資料を作成予定です。
OIST では、これからも村内学校と連携をし、子どもたちが恩納村の自然環境

についてより理解を深める事が出来る活動を目指していきます。

「サンゴと共に生きる」　持続可能な海洋学習

「サンゴの村宣言」SDGs プロジェクト
今月のテーマ：恩納村ローカル認証

恩納村ローカル認証とは、物にとどまらず、すべての商品について恩納村の特色であるサンゴ礁の海を積極的に打

ち出し、「環境と経済」を連動させた恩納村を象徴する恩納ブランドを確立する仕組みです。

恩納村には素晴らしいものがたくさんあります！
恩納村の良いもの発掘▶有機栽培の農作物
有機農法でパッションフルーツやアテモヤを栽培する照屋和江さん
(てるてるファーム ) 農業を始めて間もない頃に発生した虫に有効な薬が無い事を知

り、農薬に頼らなくとも続けて行ける農業を模索しはじめました。

害虫発生を抑える環境管理や虫の生態を利用した天敵農法を取り入

れ、 現在では有機 JAS 認証を取得するまでに有機農業を進めて参り

ました。

恩納村は、「サンゴの村宣言」をしています。そして、海だけで

なく陸にも、日々の忙しい生活の中で環境に配慮した様々な取り組

みをしている農家さんがたくさんいらっしゃいます。SDGs 未来都

市になったことを機に、そういった方々の取組みにスポットライト

を当て、観光業などとも結びついて付加価値として還元されるよう

な仕組みができると良いなと考えています。

恩納村の解決策▶ローカル認証
恩納村では、陸や海の環境や人々の生活に配慮したたくさんの特産

物やサービスがあり、SDGs の普及とともに増えていくと考えられま

す。これらの特産品のうち、村が定める一定の要件にあてはまったも

のに対して、ローカル認証を付与しブランドの向上を図っていきます。

2020 年度は作業部会で認証の方向性を検討しましたので、2021 年

度は詳細のルール作りを進め、数年以内の実現を目指します。

× ＯＮＮＡ

恩納村の課題　　　　　　　　　　　　　　　　　
恩納村の特産品は、実は観光客の方々にその魅力がアピールされていないんです。

•恩納村の多くの観光事業者で、恩納村の特産品

がお土産として置かれていません。多くの観光

客が訪れていますが、特産品を知ってもらう、買ってもらう

機会が少ないのです。

•特産品の魅力発見及び村がおすみつきをしているという新た

な価値をつけて村内外に広めていくことが求められています。

（平成 29年『恩納村第 3次観光振興計画』より抜枠）

「恩納村が太鼓判を押した、村が推奨する商品です」という
安心安全はもちろん、環境にも配慮した恩納村にしかない恩
納村だけの特別なおすみつき商品 (ブランド )という事だね！

ローカル認証の付与

商品の製造工程の見える化
安心・安全の保証

商品の観光客へのプロモーション・

ブランド化・高付加価値化
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お土産品における村内調達率の割合

80％以上
50％以上 80％未満
30％以上 50％未満
10％以上 30％未満
5％以上 10％未満
1％以上 5％未満

1％未満
なし
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